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(57)【要約】
【解決手段】伝送ギャップを割り振り、非同期通信ネッ
トワークにおいてセル測定を実行するための技法が記載
される。端末は、第１の通信ネットワーク（たとえばＷ
－ＣＤＭＡネットワーク）との通信を確立し、セルの測
定を実行するために伝送ギャップの初期割り振りを受信
し、割り振られた伝送ギャップ中に、第２の通信ネット
ワーク（たとえばＧＳＭネットワーク）内のセルに関す
る測定を実行する。端末は、第１のネットワークと非同
期の、第２のネットワーク内の少なくとも１つのセルの
タイミングを決定し、このセルのタイミングを第１のネ
ットワークに送信する。次に端末は、セル測定を実行す
るための新しい伝送ギャップの割り振りを受信する。新
しい割り振りにおける伝送ギャップの場所は、端末によ
って報告されるセルのタイミングに基づいて決定される
。端末は、新しい割り振りにおける伝送ギャップ中に、
第２のネットワーク内の少なくとも１つのセルに関する
測定を実行する。
【選択図】　　　図５



(2) JP 2008-535445 A 2008.8.28

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の通信ネットワークとの通信を確立するステップと、
　前記第１の通信ネットワークと非同期な第２の通信ネットワーク内の、少なくとも１つ
のセルのタイミングを決定するステップと、
　前記少なくとも１つのセルの前記タイミングを、前記第１の通信ネットワークに送信す
るステップと、
　セル測定を実行するために、前記第１の通信ネットワークから伝送ギャップを受信する
ステップであって、前記伝送ギャップの場所は、前記第２の通信ネットワーク内の前記少
なくとも１つのセルの前記タイミングに基づいて決定されるステップと、
を含む、セル測定を実行する方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのセルの前記タイミングを、前記第１の通信ネットワークに送信す
るステップは、
　前記第１の通信ネットワークとの通信を確立する間に、前記少なくとも１つのセルの前
記タイミングを、前記第１の通信ネットワークに送信するステップを含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのセルの前記タイミングは、前記第１の通信ネットワークとの通信
を確立するのに先立って前記少なくとも１つのセルに関して実行された測定に基づいて決
定される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　セル測定を実行するために、伝送ギャップの初期割り振りを前記第１の通信ネットワー
クから受信するステップと、
　前記初期割り振りにおける前記伝送ギャップ中に、前記第２の通信ネットワーク内のセ
ルに関する測定を実行し、前記第２の通信ネットワーク内の前記少なくとも１つのセルの
前記タイミングを決定するステップと、
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の通信ネットワークから受信された前記伝送ギャップ中に、前記第２の通信ネ
ットワーク内の前記少なくとも１つのセルに関する測定を実行するステップをさらに含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の通信ネットワークから受信された前記伝送ギャップ中に実行された測定に基
づいて、前記少なくとも１つのセルの更新済みタイミングを決定するステップと、
　前記少なくとも１つのセルの前記更新済みタイミングを備えた測定報告を、前記第１の
通信ネットワークに送信するステップと、
をさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の通信ネットワークから受信された前記伝送ギャップが、前記第２の通信ネッ
トワーク内の前記少なくとも１つのセルに関して測定される同期化バーストと時間整合さ
れる、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２の通信ネットワーク内の前記少なくとも１つのセルそれぞれの前記タイミング
は、前記セルに関する基準時間と前記第１の通信ネットワークに関する基準時間との時間
差によって与えられる、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　第１の通信ネットワークとの通信を確立するように、および前記第１の通信ネットワー
クと非同期な第２の通信ネットワーク内の、少なくとも１つのセルのタイミングを決定す
るように、動作可能なコントローラと、
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　前記少なくとも１つのセルの前記タイミングを、前記第１の通信ネットワークに送信す
るように動作可能な送信機と、
　セル測定を実行するために、前記第１の通信ネットワークから伝送ギャップを受信する
ように動作可能な受信機であって、前記伝送ギャップの場所は、前記第２の通信ネットワ
ーク内の前記少なくとも１つのセルの前記タイミングに基づいて決定される、受信機と、
を備える、装置。
【請求項１０】
　前記受信機は、セル測定を実行するために、伝送ギャップの初期割り振りを前記第１の
通信ネットワークから受信するように動作可能であり、前記コントローラは、前記初期割
り振りにおける前記伝送ギャップ中に、前記第２の通信ネットワーク内のセルに関する測
定を開始するように、および、前記測定に基づいて前記第２の通信ネットワーク内の前記
少なくとも１つのセルの前記タイミングを決定するように、動作可能である、請求項９に
記載の装置。
【請求項１１】
　第１の通信ネットワークとの通信を確立する手段と、
　前記第１の通信ネットワークと非同期な第２の通信ネットワーク内の、少なくとも１つ
のセルのタイミングを決定する手段と、
　前記少なくとも１つのセルの前記タイミングを、前記第１の通信ネットワークに送信す
る手段と、
　セル測定を実行するために、前記第１の通信ネットワークから伝送ギャップを受信する
手段であって、前記伝送ギャップの場所は、前記第２の通信ネットワーク内の前記少なく
とも１つのセルの前記タイミングに基づいて決定される、受信する手段と、
を備える、装置。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのセルの前記タイミングを、前記第１の通信ネットワークに送信す
る手段は、
　前記第１の通信ネットワークとの通信を確立する間に、前記少なくとも１つのセルの前
記タイミングを、前記第１の通信ネットワークに送信する手段を備える、請求項１１に記
載の装置。
【請求項１３】
　セル測定を実行するために、伝送ギャップの初期割り振りを前記第１の通信ネットワー
クから受信する手段と、
　前記初期割り振りにおける前記伝送ギャップ中に、前記第２の通信ネットワーク内のセ
ルに関する測定を実行し、前記第２の通信ネットワーク内の前記少なくとも１つのセルの
前記タイミングを決定する手段と、
をさらに備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　ＧＳＭ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎｓ）ネットワーク内の少なくとも１つのＧＳＭセルのタイミングを決定するステッ
プと、
　前記少なくとも１つのＧＳＭセルの前記タイミングを、広帯域符号分割多元接続（Ｗ－
ＣＤＭＡ）ネットワークに送信するステップと、
　セル測定を実行するために、前記Ｗ－ＣＤＭＡネットワークから少なくとも１つの伝送
ギャップパターンシーケンスを受信するステップであって、前記少なくとも１つの伝送ギ
ャップパターンシーケンスにおける前記伝送ギャップの場所は、前記少なくとも１つのＧ
ＳＭセルの前記タイミングに基づいて決定されるステップと、
を含む、セル測定を実行する方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのＧＳＭセルの前記タイミングを、前記Ｗ－ＣＤＭＡネットワーク
に送信するステップは、
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　前記Ｗ－ＣＤＭＡネットワークとの通信を確立する間に、前記少なくとも１つのＧＳＭ
セルの前記タイミングを、前記Ｗ－ＣＤＭＡネットワークに送信するステップを含む、請
求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　セル測定を実行するために、少なくとも１つの初期伝送ギャップパターンシーケンスを
前記Ｗ－ＣＤＭＡネットワークから受信するステップと、
　前記少なくとも１つの初期伝送ギャップパターンシーケンス内の前記伝送ギャップ中に
、セル測定を実行し、前記少なくとも１つのＧＳＭセルの前記タイミングを決定するステ
ップと、
をさらに含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの伝送ギャップパターンシーケンス内の前記伝送ギャップの場所は
、前記少なくとも１つのＧＳＭセルによって送信された同期化チャネル（ＳＣＨ）バース
トと時間整合される、請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　各ＧＳＭセルの前記タイミングは、伝送ギャップを備えた無線フレームに関する接続フ
レーム番号（ＣＦＮ）と、同期化チャネル（ＳＣＨ）バーストに関するＴＤＭＡフレーム
番号と、前記無線フレームと前記ＳＣＨバーストとの間の時間オフセットとを含む、請求
項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　各ＧＳＭセルの前記タイミングは、伝送ギャップを備えた無線フレームに関するシステ
ムフレーム番号（ＳＦＮ）と、同期化チャネル（ＳＣＨ）バーストに関するＴＤＭＡフレ
ーム番号と、前記無線フレームと前記ＳＣＨバーストとの間の時間オフセットとを含む、
請求項１４に記載の方法。
【請求項２０】
　端末から第１の通信ネットワークで、前記第１の通信ネットワークと非同期の、第２の
通信ネットワークにおける少なくとも１つのセルのタイミングを受信するステップと、
　前記第２の通信ネットワークにおける前記少なくとも１つのセルの前記タイミングに基
づいて決定された伝送ギャップを、前記端末に割り振るステップと、
　前記第１の通信ネットワークから前記伝送ギャップを、前記端末に送信するステップと
、
を含む、セル測定をサポートする方法。
【請求項２１】
　前記第１の通信ネットワークと前記端末との間の通信を確立するステップをさらに含み
、前記第２の通信ネットワークにおける前記少なくとも１つのセルの前記タイミングは、
前記通信の確立中に受信される、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　伝送ギャップの初期割り振りを、前記第１の通信ネットワークから前記端末に送信する
ステップをさらに含み、前記第２の通信ネットワークにおける前記少なくとも１つのセル
の前記タイミングは、前記初期割り振りにおける前記伝送ギャップ中に実行されたセル測
定に基づいて決定される、請求項２０に記載の方法。
【請求項２３】
　前記伝送ギャップは、前記第２の通信ネットワークにおける前記少なくとも１つのセル
に関して測定される同期化バーストと時間整合される、請求項２０に記載の方法。
【請求項２４】
　前記端末は、そのタイミングが前記端末から受信されるセルの数に基づいて決定された
特定数の伝送ギャップが割り振られる、請求項２０に記載の方法。
【請求項２５】
　端末から第１の通信ネットワークで、前記第１の通信ネットワークと非同期の、第２の
通信ネットワークにおける少なくとも１つのセルのタイミングを受信する手段と、
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　前記第２の通信ネットワークにおける前記少なくとも１つのセルの前記タイミングに基
づいて決定された伝送ギャップを、前記端末に割り振る手段と、
　前記第１の通信ネットワークから前記伝送ギャップを、前記端末に送信する手段と、
を備える、装置。
【請求項２６】
　前記第１の通信ネットワークと前記端末との間の通信を確立する手段をさらに含み、前
記第２の通信ネットワークにおける前記少なくとも１つのセルの前記タイミングは、前記
通信の確立中に受信される、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　伝送ギャップの初期割り振りを、前記第１の通信ネットワークから前記端末に送信する
手段をさらに含み、前記第２の通信ネットワークにおける前記少なくとも１つのセルの前
記タイミングは、前記初期割り振りにおける前記伝送ギャップ中に実行されたセル測定に
基づいて決定される、請求項２５に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【発明の分野】
【０００１】
　本発明は、一般に通信に関し、より具体的には、非同期通信ネットワークにおけるセル
測定に関する。
【発明の背景】
【０００２】
　無線通信ネットワークは、音声、パケットデータなどの様々な通信サービスを提供する
ために幅広く展開されている。これらの無線ネットワークは、使用可能なシステムリソー
スを共有することによって、複数のユーザをサポートすることができる。こうした無線ネ
ットワークの例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続（Ｔ
ＤＭＡ）ネットワーク、および周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワークが含まれる
。これらの無線ネットワークは、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）、ｃｄｍａ２０００、
Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（
ＧＳＭ）などの、すべてが当分野で良く知られた、様々な無線アクセス技術（ＲＡＴ）も
利用することができる。
【０００３】
　マルチモード端末は、ＧＳＭネットワークおよびＷ－ＣＤＭＡネットワークなどの複数
の無線ネットワークとの通信が可能である。マルチモード端末は、通常、いかなる瞬間で
も、単一の無線ネットワーク内のサービス提供セルと通信するが、他の無線ネットワーク
内のセルの測定を定期的に行う。端末は、セルの測定により、現在のサービス提供セルよ
りも良好なセルが他の無線ネットワーク内に存在するかどうかを確かめることができる。
これは、たとえば端末が移動体であり、異なる有効範囲領域へ移動した場合に当てはめる
ことができる。他の無線ネットワーク内に、セル測定によって示されたより良好なセルが
見つかった場合、端末はその他方の無線ネットワークへの切り替えを試み、より良好なセ
ルからサービスを受けることができる。
【０００４】
　ＧＳＭネットワーク内の各セルは、端末がそのセルに関する測定を実行できるようにす
る同期バーストを、定期的に伝送する。各ＧＳＭセルは、そのセルのタイミングによって
決定された特定の時間インスタンスに、その同期バーストを伝送する。ＧＳＭおよびＷ－
ＣＤＭＡネットワークは、非同期的に動作する場合があるため、ＧＳＭネットワーク内の
セルのタイミングは、Ｗ－ＣＤＭＡネットワーク内のセルのタイミングに基づいて確認す
ることができず、その逆もまた同様である。さらに、各ネットワーク内のセルも、互いに
非同期的に動作する場合がある。ネットワークおよびセルレベルでのこの非同期動作が、
セルの測定を複雑にする。
【０００５】
　したがって、当分野では、非同期通信ネットワークにおいて効率的なセル測定を実行す
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るための技法が求められている。
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ　０５．０１
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．２１２（セクション４．４）
【非特許文献３】３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．２１３（セクション５．２．１および５．２．
２）
【非特許文献４】３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．２１５（セクション６．１）
【非特許文献５】３ＧＰＰ　ＴＳ　０４．１８
【非特許文献６】２００１年６月付けの３ＧＰＰ　ＴＳ　０４．１８　バージョンＶ８．
１０．０
【非特許文献７】３ＧＰＰ　ＴＳ　２５－３２１
【非特許文献８】３ＧＰＰ　ＴＳ　２５－３０８
【非特許文献９】３ＧＰＰ　ＴＳ　２５－２１２
【発明の概要】
【０００６】
　本明細書では、伝送ギャップを割り振るため、および非同期通信ネットワークにおいて
セル測定を実行するための技法について説明する。ある実施形態では、端末は、第１の通
信ネットワーク（たとえばＷ－ＣＤＭＡネットワーク）との通信を確立し（たとえば、音
声呼をセットアップし）、セルの測定を実行するために伝送ギャップの初期割り振りを受
信し、割り振られた伝送ギャップ中に、第２の通信ネットワーク（たとえばＧＳＭネット
ワーク）内のセルに関する測定を実行する。端末は、第１のネットワークと非同期の、第
２のネットワーク内の少なくとも１つのセルのタイミングを決定し、このセルのタイミン
グを第１のネットワークに送信する。次に端末は、セル測定を実行するための新しい伝送
ギャップの割り振りを第１のネットワークから受信する。新しい割り振りにおける伝送ギ
ャップの場所は、端末によって報告される少なくとも１つのセルのタイミングに基づいて
決定される。その後、端末は、新しい割り振りにおける伝送ギャップ中に、第２のネット
ワーク内の少なくとも１つのセルに関する測定を実行する。
【０００７】
　端末は、第１のネットワークとの通信の確立に先立ち、これらのセルに関して実行され
た測定に基づいて、第２のネットワーク内のセルのタイミングも決定することができる。
その後、端末は、呼のセットアップ時に、このセルのタイミングを第１のネットワークに
送信することができる。
【０００８】
　本発明の様々な態様および実施形態について、以下でより詳細に説明する。
【０００９】
　本発明の特徴および性質は、全体を通じて同じ参照番号が同じものとして識別される図
面と併せて、以下に示す詳細な説明から明らかとなろう。
【好ましい実施形態の詳細な説明】
【００１０】
　「例示的」という語は、本明細書では「例、インスタンス、または例示として働くこと
」を意味するために使用される。「例示的」として本明細書に記載されるいかなる実施形
態または設計も、必ずしも他の実施形態または設計よりも好ましいかまたは有利であると
解釈されるものではない。
【００１１】
　本明細書に示されたギャップ割り振りおよびセル測定の技法は、様々な非同期通信ネッ
トワークに使用することができる。わかりやすくするために、これらの技法は、以下では
ＧＳＭネットワークおよびＷ－ＣＤＭＡネットワークに関して具体的に説明される。
【００１２】
　図１は、ＧＳＭネットワーク１１０およびＷ－ＣＤＭＡネットワーク１２０を含む、公
衆陸上移動体ネットワーク（ＰＬＭＮ）１００を示す図である。「ネットワーク」および
「システム」という用語は、しばしば同じ意味で使用される。ＧＳＭは、音声サービスお
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よび低速から中速のパケットデータサービスを提供できる、無線アクセス技術（ＲＡＴ）
である。ＧＳＭネットワークは、全世界中で広範囲に展開されている。Ｗ－ＣＤＭＡは、
たとえば、より速いデータ速度、音声およびデータの同時呼び出しなどの、拡張サービス
および機能を提供できる、新しい無線アクセス技術である。Ｗ－ＣＤＭＡネットワークは
、一般に、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＵＴＲＡＮ）とも呼ばれる。ＧＳＭネットワーク１１０およびＷ－ＣＤ
ＭＡネットワーク１２０は、異なる無線アクセス技術（ＧＳＭおよびＷ－ＣＤＭＡ）を採
用するが、同じＰＬＭＮに属する、２つの無線ネットワークである。ＧＳＭおよびＷ－Ｃ
ＤＭＡは、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ
」（３ＧＰＰ）と名付けられた団体からの文書に記載されている。
【００１３】
　ＧＳＭネットワーク１１０およびＷ－ＣＤＭＡネットワーク１２０は、それぞれ複数の
セルを含み、ここで「セル」とは、この用語が使用される文脈に応じて、基地局および／
またはその有効範囲領域を表すことができる。ＧＳＭネットワーク１１０は、ＧＳＭネッ
トワークの有効範囲領域内の端末に通信を提供する基地局１１２を含む。基地局とは、端
末と通信するために使用される固定局であり、ノードＢ、ベーストランシーバ局（ＢＴＳ
／Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、アクセスポイント、または何
らかの他の用語で呼ばれる場合もある。移動交換局（ＭＳＣ）１１４は基地局１１２に結
合され、これらの基地局に調整および制御を提供する。Ｗ－ＣＤＭＡネットワーク１２０
は、Ｗ－ＣＤＭＡネットワークの有効範囲領域内の端末に通信を提供する基地局１２２を
含む。無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）１２４は基地局１２２に結合され、これ
らの基地局に調整および制御を提供する。ＭＳＣ　１１４は、ＧＳＭネットワークとＷ－
ＣＤＭＡネットワークとの間の相互作業をサポートするために、ＲＮＣ　１２４と通信す
る。
【００１４】
　マルチＲＡＴ端末１５０（たとえばデュアルモード携帯電話）は、ＧＳＭネットワーク
１１０およびＷ－ＣＤＭＡネットワーク１２０と通信するため、通常は、いかなる瞬間で
も１つの無線ネットワークと通信するための機能を有する。この機能により、ユーザは同
じ端末で、Ｗ－ＣＤＭＡの性能利点およびＧＳＭの有効範囲特典を取得することができる
。端末１５０は、固定または移動体とすることが可能であり、ユーザ機器（ＵＥ）、移動
局（ＭＳ）、移動機器（ＭＥ）、無線通信デバイス、加入者ユニット、または何らかの他
の用語で呼ぶこともできる。
【００１５】
　図２は、Ｗ－ＣＤＭＡにおけるダウンリンクのフレーム構造を示す図である。このフレ
ーム構造は、端末に関するユーザ固有のデータを搬送する、ダウンリンク専用物理チャネ
ル（ＤＰＣＨ）に使用される。データ伝送に関するタイムラインは、無線フレームに分割
される。各無線フレームは、制御チャネル上を伝送される、１２ビットのシステムフレー
ム番号（ＳＦＮ）によって識別される。ＳＦＮは、特定の時点でゼロにリセットされ、そ
の後、各無線フレームについて１ずつ増分され、最大値４０９５に達した後、ゼロにラッ
プアラウンド（ｗｒａｐ　ａｒｏｕｎｄ）する。
【００１６】
　各無線フレームは１０ミリ秒（ｍｓ）の持続時間を有し、さらにスロット０からスロッ
ト１４としてラベル付けされた１５のスロットに区分される。各スロットは、ユーザ固有
のデータを送信するために使用される２つのデータフィールド（データ１およびデータ２
）と、パワー制御情報を送信するために使用される伝送パワー制御（ＴＰＣ）フィールド
と、形式情報（たとえばビットレート、チャネル化符号など）を送信するために使用され
る移送形式組み合わせインジケータ（ＴＦＣＩ）フィールドと、パイロットを送信するた
めに使用されるパイロットフィールドとを含む。
【００１７】
　図３は、ＧＳＭにおけるフレーム構造を示す図である。データ伝送に関するタイムライ
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ンは、スーパフレームに分割される。各スーパフレームは６．１２秒の持続時間を有し、
１３２６のＴＤＭＡフレームを含む。スーパフレームは、２６個の５１フレームのマルチ
フレーム（図３に示される）、または５１個の２６フレームのマルチフレームの、いずれ
かに区分することができる。
【００１８】
　ＧＳＭ内の制御／オーバヘッドチャネルは、５１フレームのマルチフレーム構造を使用
する。各５１フレームのマルチフレームは、０から５０のＴＤＭＡフレームとしてラベル
付けされた、５１　ＴＤＭＡフレームを含む。各ＴＤＭＡフレームは、４．６１５ｍｓの
持続時間を有する。ＧＳＭの制御チャネルは、周波数訂正チャネル（ＦＣＣＨ）、同期化
チャネル（ＳＣＨ）、同報制御チャネル（ＢＣＣＨ）、および共通制御チャネル（ＣＣＣ
Ｈ）を含む。ＦＣＣＨは、端末が、ＦＣＣＨを伝送するＧＳＭセルに関する周波数および
粗タイミング情報を取得できるようにする、トーンを搬送する。ＦＣＣＨは、各５１フレ
ームのマルチフレームのＴＤＭＡフレーム０、１０、２０、３０、および４０で送信され
る。ＳＣＨは、（１）タイミングおよびフレーム番号付けを同期させるために端末によっ
て使用される低減ＴＤＭＡフレーム番号（ＲＦＮ）、および（２）ＳＣＨを搬送するＧＳ
Ｍセルを識別するベーストランシーバ局識別符号（ＢＳＩＣ）を搬送する。ＳＣＨは、各
５１フレームのマルチフレームのＴＤＭＡフレーム１、１１、２１、３１、および４１で
送信される。ＢＣＣＨは、各５１フレームのマルチフレームのＴＤＭＡフレーム２、３、
４、および５で送信される。ＣＣＣＨは制御情報を搬送し、アイドル端末に関するページ
ングメッセージを搬送するページングチャネル（ＰＣＨ）の実施にも使用される。ＧＳＭ
における制御チャネルのチャネル編成については、公的に入手可能な文書、３ＧＰＰ　Ｔ
Ｓ　０５．０１に記載されている。
【００１９】
　ＧＳＭネットワーク１１０は、１つまたは複数の周波数帯域で動作する。各周波数帯域
は特定レンジの周波数をカバーし、いくつかの２００ｋＨｚ無線周波数（ＲＦ）チャネル
に分割される。各ＲＦチャネルは、特定のＡＲＦＣＮ（絶対無線周波数チャネル番号）に
よって識別される。たとえば、ＧＳＭ　９００周波数帯域は１から１２４のＡＲＦＣＮを
含み、ＧＳＭ　１８００周波数帯域は５１２から８８５のＡＲＦＣＮを含み、ＧＳＭ　１
１００周波数帯域は５１２から８１０のＡＦＲＣＮを含む。
【００２０】
　各ＧＳＭセルは、ネットワークオペレータによってそのセルに割り当てられたＲＦチャ
ネルのセット上でトラフィックおよびオーバヘッドデータを伝送する。セル間の干渉を減
らすために、互いに近隣に配置されたＧＳＭセルには異なるＲＦチャネルセットが割り当
てられるため、これらのセルからの伝送が互いに干渉し合うことはない。各ＧＳＭセルは
、そのセルに割り当てられた１つまたは複数のＲＦチャネル上でＦＣＣＨ、ＳＣＨ、およ
びＢＣＣＨを伝送する。これらの制御チャネルを伝送するために使用されるＲＦチャネル
は、ＢＣＣＨ搬送波と呼ばれる。
【００２１】
　ＧＳＭ標準のリリース９９またはそれ以降のバージョンをサポートする各ＧＳＭセル、
および各Ｗ－ＣＤＭＡセルは、一般にＢＡリストまたは隣接セルリストと呼ばれる、ＢＣ
ＣＨ割り振りリストを同報通信する。隣接セルリストは、３２までのＧＳＭ隣接セル、お
よび、３つまでのＷ－ＣＤＭＡ周波数を横切って分散される６４までのＷ－ＣＤＭＡ隣接
セルを含む。隣接セルリストは、（１）ＢＣＣＨ搬送波のＡＲＦＣＮおよび各ＧＳＭ隣接
セルのＢＳＩＣと、（２）ユニバーサルＡＲＦＣＮ（ＵＡＲＦＣＮ）および各Ｗ－ＣＤＭ
Ａ隣接セルのスクランブル符号と、を示す。
【００２２】
　端末１５０は、そのサービス提供セルから隣接セルリストを取得し、３ＧＰＰによって
指定されたように、そのリスト内のＧＳＭおよびＷ－ＣＤＭＡ隣接セルに関する測定を実
行する。サービス提供セルとの通信中に、端末は、より良好なセルを探すために、隣接セ
ルリスト内のセルに関する測定を定期的に実行する。隣接セルは、そのサービス提供セル
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と同じネットワークにあるか、または異なるネットワークにあるものとすることができる
。ＧＳＭの場合、隣接セルは、セル内干渉を避けるために異なるＲＦチャネル上で伝送さ
れる。Ｗ－ＣＤＭＡの場合、各セルは、固有のスクランブル符号を備える３つのＷ－ＣＤ
ＭＡ周波数帯域のうちの１つの任意の周波数上で伝送されることが可能である。したがっ
て、同じかまたは異なるネットワーク内の隣接セルを測定するために、端末は、そのＲＦ
受信機を、サービス提供セルによって使用されるＲＦ周波数／チャネルから同調を離す必
要がある可能性がある。同調を離された場合、端末はサービス提供セルからデータを受信
すること、またはこれにデータを送信することができない。ＧＳＭおよびＷ－ＣＤＭＡは
どちらも、端末が、サービス提供セルからのデータを失うことなく、隣接セルに関する測
定を実行できるようにするためのメカニズムを提供する。
【００２３】
　ＧＳＭは、隣接セルに関する測定を実行するために、端末に何らかの時間を提供するた
めのアイドルフレームを定義する。２６　ＴＤＭＡフレームごとに発生する各アイドルフ
レームでは、端末はサービス提供セルから同調を離し、隣接セルに関する測定を実行した
後、サービス提供セルに再同調することができる。アイドルフレーム中はデータが伝送さ
れないため、端末は、ダウンリンク／アップリンク伝送からのデータを失うことなく、測
定を実行することができる。
【００２４】
　各Ｗ－ＣＤＭＡセルは、そのセルに割り当てられたスクランブル符号でスクランブルさ
れたパイロットを、継続的に伝送する。Ｗ－ＣＤＭＡパイロットが連続しているため、端
末は、任意のＧＳＭアイドルフレーム中に、任意のＷ－ＣＤＭＡセルのパイロットを取り
込むことができる。端末は、Ｗ－ＣＤＭＡセルから受け取ったパイロットを処理し、その
Ｗ－ＣＤＭＡセルのタイミング、識別、および受信信号強度を決定することができる。Ｗ
－ＣＤＭＡパイロットが連続していることから、端末は、ＧＳＭネットワークと通信する
際に、アイドルフレーム中にＷ－ＣＤＭＡ隣接セルに関する測定を容易に実行することが
できる。
【００２５】
　Ｗ－ＣＤＭＡは、端末が隣接セルの測定を実行できるようにする伝送内のギャップを提
供するために、ダウンリンク上で圧縮モードをサポートする。圧縮モードでは、Ｗ－ＣＤ
ＭＡサービス提供セルは、一部の無線フレーム中にのみ端末にデータを伝送し、その後、
そのフレームの残りの部分に伝送ギャップが作成される。端末は、サービス提供セルから
のデータを失うことなく、異なる周波数上および／または異なる無線ネットワーク内で隣
接セルに関する測定を実行するために、伝送ギャップ中にＷ－ＣＤＭＡネットワークを一
時的に離れることができる。
【００２６】
　図４は、Ｗ－ＣＤＭＡにおける圧縮モード伝送を示す図である。圧縮モードでは、交代
伝送ギャップであるパターン１およびパターン２からなる伝送ギャップパターンシーケン
スに従って、端末に関するユーザ固有のデータが伝送される。各伝送ギャップパターンは
、１つまたは２つの伝送ギャップを含む。各伝送ギャップは、全体が１つの無線フレーム
内で発生するか、または２つの無線フレームにまたがる場合がある。伝送ギャップパター
ンシーケンスは、以下のパラメータによって定義される。
【００２７】
・ＴＧＰＲＣ（伝送ギャップパターン反復カウント）――伝送ギャップパターンシーケン
ス内での伝送ギャップパターンの数
・ＴＧＳＮ（伝送ギャップ開始スロット番号）――伝送ギャップパターンにおける第１の
伝送ギャップスロットのスロット番号（スロット１から１４）
・ＴＧＬ１（伝送ギャップ長さ１）――各伝送ギャップパターンにおける第１の伝送ギャ
ップの持続時間（１から１４スロット）
・ＴＧＬ２（伝送ギャップ長さ２）――各伝送ギャップパターンにおける第２の伝送ギャ
ップの持続時間（１から１４スロット）
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・ＴＧＤ（伝送ギャップ距離）――第１と第２の伝送ギャップの開始スロット間の持続時
間（１５から２６９スロット）
・ＴＧＰＬ１（伝送ギャップパターン長さ１）――伝送ギャップパターン１の持続時間（
１から１４４フレーム）
・ＴＧＰＬ２（伝送ギャップパターン長さ２）――伝送ギャップパターン２の持続時間（
１から１４４フレーム）
圧縮モードについては、すべてが公的に入手可能な文書である、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．
２１２（セクション４．４）、２５．２１３（セクション５．２．１および５．２．２）
、および２５．２１５（セクション６．１）に記載されている。
【００２８】
　端末は、たとえば音声呼の場合、Ｗ－ＣＤＭＡネットワークと通信することができる。
端末は、Ｗ－ＣＤＭＡサービス提供セルから、Ｗ－ＣＤＭＡおよびＧＳＭの隣接セルを含
む隣接セルリストを受信することができる。端末は、セルの測定を実行し、ハンドオーバ
の候補であるセルを識別することができる。ハンドオーバは、端末がＷ－ＣＤＭＡの有効
範囲領域から出て、ＧＳＭの有効範囲領域に入った場合、発生する可能性がある。Ｗ－Ｃ
ＤＭＡネットワークは、端末がＷ－ＣＤＭＡセルおよびＧＳＭセルに関する測定を実行で
きるように、１つまたは複数の伝送ギャップパターンシーケンスを割り振る。
【００２９】
　各ＧＳＭセルは、図３に示されるように、特定のＴＤＭＡフレーム上でＦＣＣＨおよび
ＳＣＨを伝送する。ＳＣＨの各伝送は、ＳＣＨバースト、ＳＣＨ伝送、同期化バースト、
シグナリングバースト、などとも呼ばれる。端末は、通常、ＧＳＭセルからの伝送の任意
の部分中に実行されたパワー測定に基づいて、所与のＧＳＭセルに関する受信信号強度を
取得することができる。しかしながら、端末は、ＧＳＭセルによってＳＣＨが伝送される
間の適切な時間間隔で、端末が適切なＡＲＦＣＮを処理する場合にのみ、そのＧＳＭセル
に関するＲＦＮおよびＢＳＩＣを取得することができる。測定および識別されていない隣
接セルの場合にしばしば当てはまるように、端末がＧＳＭセルに関するタイミング情報を
有さない場合、端末は、そのＧＳＭセルのＳＣＨを取り込むために、異なる時点で多くの
測定を実行することが必要な可能性がある。
【００３０】
　図４は、Ｗ－ＣＤＭＡネットワークによって端末に送信された伝送ギャップパターンシ
ーケンスにおいて、１つのＧＳＭセルのＳＣＨと伝送ギャップとの間のタイミング関係を
示す図である。Ｗ－ＣＤＭＡネットワークおよびＧＳＭネットワークは、通常、非同期的
に動作する。したがってＷ－ＣＤＭＡネットワークは、ＧＳＭネットワーク内のセルのタ
イミングに関する知識を持たない。したがってＷ－ＣＤＭＡネットワークによって端末に
割り振られる伝送ギャップは、ＧＳＭセルのＳＣＨバーストに関してランダムな場所に現
れる。端末は、割り振られた伝送ギャップ内でＧＳＭセルに関する測定を連続して実行し
、各伝送ギャップ内でＢＳＩＣの復号を試みる。伝送ギャップはＳＣＨバーストに関して
任意に配置されるため、端末は多くの伝送ギャップにおいてＢＳＩＣの復号ができない場
合がある。端末は、ＳＣＨバーストが伝送ギャップと整合している場合は必ず、ＧＳＭセ
ルのＢＳＩＣおよびタイミングを取得することができる。
【００３１】
　図４に示される例の場合、第１、第２、第３、および第５のＳＣＨバーストは、いかな
る伝送ギャップとも時間整合されていない。したがって、端末は、これらのＳＣＨバース
トからＲＦＮおよびＢＳＩＣを回復することができない。第４のＳＣＨバーストは、伝送
ギャップパターン２内の伝送ギャップ１に入っており、端末によって測定することが可能
である。図４に示された例の場合、４つの伝送ギャップのうち３つが無駄である。無駄な
伝送ギャップは、所望の情報を提供せず、ネットワークに負荷をかけ、ＧＳＭセルからの
信号を処理するために端末によってより多くの電力が消費される結果となる可能性がある
ため、望ましくない。これらの影響はすべて望ましくない。
【００３２】
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　図５は、ＧＳＭネットワークおよびＷ－ＣＤＭＡネットワークにおいてセルの測定を効
率的に実行するためのプロセス５００を示す図である。端末は、たとえば音声呼の場合、
Ｗ－ＣＤＭＡネットワークと通信する（ブロック５１０）。Ｗ－ＣＤＭＡネットワーク内
のサービス提供セルは、セル測定を実行するための伝送ギャップを有する伝送ギャップパ
ターンシーケンスを、端末に送信する（ブロック５１２）。このシーケンス内の伝送ギャ
ップは、ＧＳＭネットワーク内のセルによって伝送されるＳＣＨバーストに関して、任意
に配置される。
【００３３】
　端末は、伝送ギャップパターンシーケンスを受信し、このシーケンスによって提供され
た伝送ギャップ内で、ＧＳＭネットワーク内のセルに関する測定を実行する（ブロック５
１４）。端末は、通常、隣接セルリスト内のＧＳＭセルに関する測定を実行し、さらに端
末独自の検索によって識別された他のＧＳＭセルに関する測定も実行することができる。
端末は、事前に決定されたしきい値を超える受信信号強度を備えたセルである可能性のあ
る、ＧＳＭ候補セルを識別する。端末は、Ｗ－ＣＤＭＡサービス提供セルのタイミングに
関して与えられる可能性のある、各ＧＳＭ候補セルのタイミングも決定する（ブロック５
１６）。たとえば端末は、ＧＳＭセルのタイミングとＷ－ＣＤＭＡサービス提供セルのタ
イミングとの差として、各ＧＳＭ候補セルに関する時間差を計算することができる。その
後端末は、関連情報ならびにＧＳＭ候補セルのタイミングを含む測定報告を、Ｗ－ＣＤＭ
Ａネットワークに送信する（ブロック５１８）。
【００３４】
　Ｗ－ＣＤＭＡネットワークは、端末から測定報告を受信し、ＧＳＭ候補セルのタイミン
グに基づいて新しい伝送ギャップパターンシーケンスを割り振る（ブロック５２０）。新
しい伝送ギャップパターンシーケンス内の伝送ギャップは、ＧＳＭ候補セルのＳＣＨバー
ストがこれらの伝送ギャップ内に入るように定義される。Ｗ－ＣＤＭＡネットワークは、
各ＧＳＭ候補セルに対して十分な数の伝送ギャップを割り振り、任意のＧＳＭ候補セルの
ＳＣＨバーストと一致しない不必要な伝送ギャップを最小限にする。その後、Ｗ－ＣＤＭ
Ａネットワーク内のサービス提供セルは、新しい伝送ギャップパターンシーケンスを端末
に送信する（ブロック５２２）。
【００３５】
　端末は、新しい伝送ギャップパターンシーケンスを受信し、この新しいシーケンスによ
って提供された伝送ギャップ内でＧＳＭセルに関して測定を実行する（ブロック５２４）
。たとえば端末は、ＧＳＭ候補セルが依然として十分な信号強度で受信されていることを
再確認するために、定期的に測定を実行することができる。端末は、関連情報ならびにＧ
ＳＭ候補セルの更新済みタイミングを含む、測定報告をＷ－ＣＤＭＡネットワークに定期
的に送信することができる（ブロック５２６）。ブロック５１４から５２６は、Ｗ－ＣＤ
ＭＡネットワークとの呼中に、必要に応じて実行することができる。
【００３６】
　図５に示された実施形態の場合、端末は、Ｗ－ＣＤＭＡネットワークとの通信を確立し
た後に、ＧＳＭセルに関する測定を実行する。他の実施形態では、端末は、Ｗ－ＣＤＭＡ
ネットワークとの通信を確立するのに先立ってＧＳＭセルに関する測定を実行し、ＧＳＭ
候補セルのタイミングを取得する。たとえば端末は、アイドルモード中であり、いかなる
無線ネットワークとも通信していない間、または、ＧＳＭネットワークと通信している間
に、これらの測定を実行することができる。他の実施形態では、端末は、Ｗ－ＣＤＭＡネ
ットワークとの通信を確立するのに先立ってこれらのセルに関して実行された測定に基づ
いて、ＧＳＭ候補セルのタイミングを取得する。これらのどちらの実施形態の場合も、端
末は、Ｗ－ＣＤＭＡネットワークとの呼セットアップ中に、ＧＳＭ候補セルのタイミング
を提供することができる。Ｗ－ＣＤＭＡネットワークによって提供された第１の伝送ギャ
ップパターンシーケンス内の伝送ギャップは、その後、報告されたＧＳＭセルのＳＣＨバ
ーストと時間整合される。
【００３７】
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　図６は、１つのＧＳＭセルのＳＣＨバーストと、端末に関する新しい伝送ギャップパタ
ーンシーケンス内の伝送ギャップとのタイミング関係を示す図である。この例の場合、新
しいシーケンス内の各伝送ギャップパターンは１つの伝送ギャップを有し、ＳＣＨバース
トは、新しいシーケンス内の伝送ギャップパターン１および２内の２つの伝送ギャップと
時間整合される。端末は、これらの伝送ギャップ中に伝送されたＳＣＨバーストから、Ｒ
ＦＮおよびＢＳＩＣを回復することができる。図６に示された例の場合、無駄になる伝送
ギャップがない。さらに、各伝送ギャップの測定によって有用な情報が引き出されるため
、必要な伝送ギャップがより少なくてよい。
【００３８】
　図６は、ＧＳＭセルの各ＳＣＨバーストが伝送ギャップ内に入る、単純な例が示される
。端末は、通常、ＧＳＭセルを定期的に測定するだけでよい。測定レートは、セルの測定
を実行するために端末が使用可能な機会などの、様々な要素によって決定することができ
る。Ｗ－ＣＤＭＡネットワークは、伝送ギャップが十分なレートでＧＳＭセルのＳＣＨバ
ーストと重複するように、伝送ギャップパターンシーケンスを定義することができる。
【００３９】
　図４および６は、１つのＧＳＭセルに関する例を示す。図５は、１つの伝送ギャップパ
ターンシーケンスを端末に送信するＷ－ＣＤＭＡネットワークも示す。端末は、６つまで
のＧＳＭ候補セルをＷ－ＣＤＭＡネットワークに報告することができる。その後、Ｗ－Ｃ
ＤＭＡネットワークは、セル測定を実行するために、１つまたは複数の伝送ギャップパタ
ーンシーケンスを端末に送信することができる。端末に割り振られる伝送ギャップパター
ンシーケンスの数は、通常、端末によって報告される候補セルの数に依存する。割り振ら
れる伝送ギャップは、端末によって報告されるすべてのＧＳＭ候補セルのタイミングに基
づいて決定される。
【００４０】
　図７は、１つのＧＳＭセルのタイミングを決定するための実施形態を示す図である。端
末は、伝送ギャップを含む無線フレームの接続フレーム番号（ＣＦＮ）を、その無線フレ
ーム内で受信したパケットに基づいて決定することができる。ＣＦＮは、第１のデータが
アップリンク上で受信された（またはダウンリンク上で送信された）のはどの無線フレー
ムであるかに関するインジケータであり、０から２５５の範囲内の値を有することができ
る。各無線フレームは１０ｍｓであり、０から３８，３９９までのインデックスを有する
３８，４００ＰＮチップを含む。端末は、伝送ギャップを伴う無線フレームの開始と、Ｇ
ＳＭセルのＳＣＨバーストの開始との差を、決定することができる。この時間差は、時間
オフセットまたはＰＮオフセットとも呼ばれる。ある実施形態では、ＧＳＭセルのタイミ
ングは、伝送ギャップを備えた無線フレームに関するＣＦＮ、時間オフセット、ＳＣＨバ
ーストのＴＤＭＡフレーム番号、およびＧＳＭセルのＢＳＩＣ、によって与えられる。他
の実施形態では、ＧＳＭセルのタイミングは、伝送ギャップのＴＧＳＮ、ＴＧＳＮとＳＣ
Ｈバーストの開始との間の時間オフセット、ＳＣＨバーストのＴＤＭＡフレーム番号、お
よびＧＳＭセルのＢＳＩＣによって与えられる。他の実施形態では、ＧＳＭセルのタイミ
ングは、伝送ギャップを備えた無線フレームに関するＳＦＮ、この無線フレームの開始と
ＳＣＨバーストの開始との間の時間オフセット、ＳＣＨバーストのＴＤＭＡフレーム番号
、およびＧＳＭセルのＢＳＩＣによって与えられる。ＧＳＭセルのタイミングは、他の情
報によっても与えられる可能性がある。さらに、ＧＳＭセルのタイミングは、Ｗ－ＣＤＭ
Ａセルに関する任意の基準時間と、ＧＳＭセルに関する任意の基準時間との間の、時間差
を示すこともできる。
【００４１】
　Ｗ－ＣＤＭＡネットワークは、端末がＧＳＭ候補セルに関する十分な数の測定を実行で
きるようにする、最小数の伝送ギャップを割り振ることができる。各伝送ギャップの持続
時間を、できる限り短くなるように選択することもできる。たとえば伝送ギャップは、Ｇ
ＳＭセルのＳＣＨバーストに先立ってＴＳＷ１を開始し、ＴＳＷ１＋ＴＳＣＨ＋ＴＳＷ２

の持続時間を有することが可能であり、この式で、ＴＳＷ１はＷ－ＣＤＭＡからＧＳＭへ
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の切り替えに必要な時間量、ＴＳＣＨはＳＣＨの持続時間（４．６１５ｍｓ）、およびＴ

ＳＷ２はＧＳＭからＷ－ＣＤＭＡへの再切り替えに必要な時間量である。
【００４２】
　端末は、ＧＳＭ候補セルのタイミング、ならびに、３ＧＰＰ　ＴＳ　０４．１８に記載
された測定報告メッセージにおける他の関連情報（たとえば、これらのＧＳＭセルに関す
るＢＳＩＣおよびＡＲＦＣＮ）を、返信することができる。２００１年６月付けの３ＧＰ
Ｐ　ＴＳ　０４．１８　バージョンＶ８．１０．０では、測定報告メッセージは、端末に
よって報告された各ＧＳＭ候補セルに関する３つの測定フィールドセットを含む。３つの
測定フィールドは、１つのＧＳＭセルに関する、受信信号強度、ＢＣＣＨ周波数、および
ＢＳＩＣ用である。この測定報告メッセージは、報告された各ＧＳＭセルに関するタイミ
ング情報用の１つまたは複数の追加測定フィールドを含むように、修正することができる
。たとえば、報告された各ＧＳＭセル用の追加測定フィールドは、伝送ギャップを備えた
無線フレームのＳＦＮまたはＣＦＮ、および、この無線フレームの開始とＳＣＨバースト
の開始との間の時間オフセットを、担持することができる。
【００４３】
　わかりやすくするために、ギャップ割り振り技法およびセル測定技法を、Ｗ－ＣＤＭＡ
ネットワークおよびＧＳＭネットワークに関して具体的に説明してきた。一般に、これら
の技法は、各ネットワークが他のネットワークのタイミングを有さない、任意の非同期通
信ネットワークに使用することができる。これらのネットワークは、異なる無線アクセス
技術（たとえばＷ－ＣＤＭＡ、ＧＳＭ、ｃｄｍａ２０００など）を利用することができる
。
【００４４】
　図８は、非同期通信ネットワークにおいて、セル測定を効率的に実行するためのプロセ
ス８００を示す図である。端末は、たとえば音声呼または何らかの他のタイプの呼につい
て、第１の通信ネットワークとの通信を確立する（ブロック８１０）。端末は、セル測定
を実行するための伝送ギャップの初期の割り振りを、第１のネットワークから受信する（
ブロック８１２）。端末は、初期割り振りにおける伝送ギャップ中にセルに関して測定を
実行し（ブロック８１４）、第１のネットワークと非同期の第２の通信ネットワーク内の
少なくとも１つのセルのタイミングを決定する（ブロック８１６）。その後端末は、少な
くとも１つのセルのタイミングを第１のネットワークに送信する（ブロック８１８）。
【００４５】
　その後端末は、セルの測定を実行するための伝送ギャップの新しい割り振りを、第１の
ネットワークから受信する（ブロック８２０）。新しい割り振りにおける伝送ギャップは
、端末によって報告される少なくとも１つのセルについて測定されることになる同期化バ
ーストと時間整合される。端末は、新しい割り振りにおける伝送ギャップ中に、少なくと
も１つのセルに関する測定を実行する（ブロック８２２）。
【００４６】
　ブロック８１０から８１８は、図８に示される順序とは異なる時間順で実行することが
できる。ある実施形態では、端末は、第１のネットワークとの通信を確立するのに先立っ
て、第２のネットワーク内のセルに関して測定を実行し、これらの測定に基づいてセルの
タイミングを決定する。他の実施形態では、端末は、これらのセルに関して実行された以
前の測定に基づいて、第２のネットワーク内のセルのタイミングを取得する。どちらの実
施形態の場合も、端末は、第１のネットワークとの通信の確立中に、第２のネットワーク
内のセルのタイミングを第１のネットワークに送信することができる。これらの実施形態
の場合、端末はセルの測定を実行し（ブロック８１４）、セルのタイミングを決定し（ブ
ロック８１６）、その後、通信を確立している間にセルのタイミングを送信する（ブロッ
ク８１２および８１８）。
【００４７】
　図９は、無線ネットワーク（たとえば、Ｗ－ＣＤＭＡネットワークにおける基地局１２
２および場合によってはＲＮＣ　１２４）および端末１５０を示すブロック図である。無
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線ネットワークは、複数の端末と同時に通信することができる。図を簡単にするために、
以下の説明は無線ネットワークと端末１５０との間の通信に関するものとする。
【００４８】
　ダウンリンクでは、無線ネットワークで、送信（ＴＸ）データプロセッサ９１２が、端
末１５０に対するデータおよびシグナリングを形式化、符号化、およびインタリーブする
。その後、変調器（ＭＯＤ）９１４は、ＴＸデータプロセッサ９１２の出力をチャネル化
／拡散、スクランブル、および変調し、チップのストリームを提供する。Ｗ－ＣＤＭＡに
おけるデータおよびシグナリングの処理については、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５－３２１、Ｔ
Ｓ　２５－３０８、ＴＳ　２５－２１２、および他の３ＧＰＰ文書に記載されている。送
信機ユニット（ＴＭＴＲ）９１６は、チップのストリームを調整（たとえば、アナログ変
換、増幅、フィルタリング、および周波数上方変換）し、ダウンリンク信号を生成する。
ダウンリンク信号は、デュプレクサ（Ｄ）９２２を介してルーティングされ、アンテナ９
２４を介して端末１５０に送信される。
【００４９】
　端末１５０では、ダウンリンク信号はアンテナ９５２によって受信され、デュプレクサ
９５４を介してルーティングされ、受信機ユニット（ＲＣＶＲ）９５６に提供される。受
信機ユニット９５６は、受信信号を調整（たとえば、フィルタリング、増幅、および周波
数下方変換）し、サンプルを生成するために調整された信号をさらにデジタル化する。復
調器（ＤＥＭＯＤ）９５８は、サンプルをデスクランブル（ｄｅｓｃｒａｍｂｌｅ）、チ
ャネル化解除／逆拡散、および復調し、シンボルを提供する。受信（ＲＸ）データプロセ
ッサ９６０は、シンボルをデインタリーブおよび復号し、受信したパケットをチェックし
て、復号されたデータを提供する。復調器９５８およびＲＸデータプロセッサ９６０によ
る処理は、それぞれ、変調器９１４およびＴＸデータプロセッサ９１２による処理と相補
的である。
【００５０】
　アップリンクでは、データおよびシグナリングがＴＸデータプロセッサ９８２によって
処理され、さらに変調器９８４によって処理され、送信機ユニット９８６によって調整さ
れ、デュプレクサ９５４を介してルーティングされ、アンテナ９５２を介して送信される
。アップリンク信号は、アンテナ９２４によって受信され、デュプレクサ９２２を介して
ルーティングされ、受信機ユニット９４２によって調整され、復調器９４４によって処理
され、さらにＲＸデータプロセッサ９４６によってアップリンクデータおよびシグナリン
グを回復するために処理される。
【００５１】
　コントローラ９３０および９７０は、それぞれ、無線ネットワークおよび端末で操作を
制御する。メモリユニット９３２および９７２は、それぞれ、コントローラ９３０および
９７０によって使用されるデータおよび符号を格納する。
【００５２】
　ギャップ割り振りおよびセル測定の場合、無線ネットワークは、適切なメッセージで伝
送ギャップを端末に送信する。端末１５０では、コントローラ９７０が無線ネットワーク
からメッセージを受信し、割り振られた伝送ギャップを取得する。コントローラ９７０は
、割り振られた伝送ギャップによって決定された時間間隔で他の無線ネットワーク内のセ
ルに関する測定を実行するように、受信機９５６に指示する。セル測定が完了すると、コ
ントローラ９７０は測定報告を生成し、そのレポートを無線ネットワークに送信する。
【００５３】
　わかりやすくするために、ギャップ割り振り技法およびセル測定技法を、Ｗ－ＣＤＭＡ
ネットワークおよびＧＳＭネットワークに関して具体的に説明してきた。これらの技法は
、他のＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、および／または他の標準を実施することが可能な
、他のタイプのネットワークにも使用することができる。
【００５４】
　本明細書で説明したギャップ割り振り技法およびセル測定技法は、様々な手段で実施す
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ることができる。たとえばこれらの技法は、ハードウェア、ソフトウェア、またはそれら
の組み合わせにおいて実施することができる。ハードウェア実施の場合、伝送ギャップの
割り振りに使用される処理ユニットは、１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プ
ログラム可能論理デバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラム可能ゲートアレイ（ＦＰＧ
Ａ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、本明細
書に記載された機能を実行するように設計された他の電子ユニット、またはそれらの組み
合わせにおいて、実施することができる。セル測定を実行するために使用される処理ユニ
ットも、１つまたは複数のＡＳＩＣ、ＤＳＰ、プロセッサなどにおいて実施することがで
きる。
【００５５】
　ソフトウェア実施の場合、ギャップ割り振り技法およびセル測定技法は、本明細書に記
載された機能を実行するモジュール（たとえば、手順、関数など）を使用して実施するこ
とができる。ソフトウェア符号は、メモリユニット（たとえば、図９のメモリユニット９
３２または９７２）に格納し、プロセッサ（たとえば、コントローラ９３０または９７０
）によって実行することができる。メモリユニットは、プロセッサ内部またはプロセッサ
外部で実施することができる。
【００５６】
　開示された諸実施形態の前述の説明は、当業者が本発明を実行または使用できるように
するために提供される。これらの諸実施形態に対する様々な修正は、当業者には容易に明
らかとなり、本明細書に定義された一般原理は、本発明の趣旨または範囲を逸脱すること
なく、他の諸実施形態に適用することができる。したがって本発明は、本明細書に示され
た諸実施形態に限定されることを意図するものではなく、本明細書に開示された原理およ
び新規な機能に合致する最も広い範囲に一致するものとする。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】ＧＳＭネットワークおよびＷ－ＣＤＭＡネットワークを示す図。
【図２】Ｗ－ＣＤＭＡにおけるダウンリンクのフレーム構造を示す図。
【図３】ＧＳＭにおけるフレーム構造を示す図。
【図４】Ｗ－ＣＤＭＡにおける圧縮モード伝送を示す図。
【図５】Ｗ－ＣＤＭＡネットワークと通信しながら、ＧＳＭセルに関する測定を効率的に
実行するためのプロセスを示す図。
【図６】１つのＧＳＭセルに関してＳＣＨバーストと時間整合された伝送ギャップを備え
た、圧縮モード伝送を示す図。
【図７】１つのＧＳＭセルに関するタイミング測定を示す図。
【図８】非同期通信ネットワークにおいて、セル測定を効率的に実行するためのプロセス
を示す図。
【図９】無線ネットワークおよび端末を示すブロック図。
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